
 

 

 
2025 年６月 2 日 

パーソルダイバース株式会社 

 

【パーソルダイバース】群馬県内 5 拠点目「まえばし穣工房」を開設 

農業と福祉の連携が生み出す新しいかたち 
～障害のある社員が住み慣れたまちで農業を支える担い手に～ 

 
総合人材サービスのパーソルグループで障害者雇用支援事業を手掛けるパーソルダイバース株式会社（本社：

東京都港区、代表取締役社長：渡部 広和、以下パーソルダイバース）は、2025年6月2日、群馬県前橋市に県

内5拠点目となる「まえばし穣工房」を開設したことをお知らせします。 

 

名 称 まえばし穣（みのり）工房 

所 在 地 
〒371-0013 群馬県前橋市西片貝町4-8-22 

（JR両毛線「前橋駅」より市営バス「保健センター入口」下車徒歩４分） 

責 任 者 まえばし穣工房 マネジャー 広瀬 雄一 

事業内容 農作業受託 

 

まえばし穣工房では、障害のある社員が地元農家をはじめ、自治体やJAと連携し、農業支援業務に携わりま

す。農福連携を通じて、地域の人材不足を支えるとともに、障害のある方々が住み慣れたまちで自分らしくは

たらける環境づくりを進めてまいります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オフィスの外観と地域農家のハウスで行ったトライアル農作業の様子 
 

■群馬県内で5拠点目 農業分野で障害のある社員の活躍の場を創出 

パーソルダイバースは、群馬県内で地域の方々や自治体と連携しながら、障害のある方の多様なはたらき方を

支える雇用事業を展開しています。 

2017年に開設した「とみおか繭工房（富岡市での養蚕業）」をはじめ、「Merci Cocon & Café（富岡市でのカ

フェ・ショップ運営）」、「まえばし彩工房（前橋市での花材製品制作）」、「きりゅうアート工房（桐生市でのシ

ルク化粧品・石鹸製造）」と、これまでに4拠点を運営してまいりました。 

なかでも、とみおか繭工房では、高齢化による担い手不足が課題となっている富岡市の養蚕業を継承。養蚕に

関わるさまざまな作業や、繭の生産から絹糸を活用した製品づくりまで、障害のある社員が地域を支える力と

なり活躍しています。 

2025年6月現在、県内で150名を超える障害のある社員がそれぞれ力を発揮しています。 

 



 

 

■背景および開設の目的 

近年、農業分野では従事者の減少や高齢化による人材不足が深刻化し、それに伴う耕作放棄地の増加や生産性

の低下が全国的に広がっています。持続可能な農業を維持するためには人材の確保が非常に重要な課題となる

中、前橋市においても、地域農業を支える人材の確保で新しい仕組みの導入が求められています。 

一方、障害者雇用の重要性も年々高まっているものの、特に地方では、はたらく場所や職域の選択肢が限られ

ているのも実情です。 

こうした課題に対して、まえばし穣工房は農業の活性化と障害者雇用の拡充を両立する「農福連携」により、

さらなる生産拡大に貢献しながら、2028年3月までに約30名の障害のある方々の雇用を目指しています。 

 

■まえばし穣工房の援農モデル 
 

まえばし穣工房では、地域の農家から農作業を受託し、指導ス

タッフ１名、障害のある社員3～6名で編成された1チームが、

農家の畑やハウスに赴き、圃場整備や苗の定植、収穫などの農

作業を行う「援農モデル」を展開します。 

このモデルは神奈川県横須賀市にある「よこすか・みうら岬工

房」での取り組みをベースにしており、地域農業を日常的に支

えることで、人材不足の解消にもつながると期待されていま

す。 

そのため、通年で安定した援農体制の構築には、自治体やJAな

どとの連携が不可欠です。地域農業に精通したこれらの機関

は、農業経営者を経営面・技術面の両面から支援する立場にあ

り、繁閑の時期に応じた作業や人材不足が生じやすい作業にも

詳しいのが特徴です。 

こうした知見を活かし、農業経営者や作業内容との的確なマッチング、効果の検証、農業従事者への情報発

信・理解促進においても、自治体やJAからの間接的な支援を受けながら、さらなる連携を深めてまいります。 

 

■まえばし穣工房 マネジャー 広瀬 雄一のコメント 

「今後は、これまでに培ってきた知見と農福連携の実績を活かし、障害のある方々が住み慣れた地域の中でい

きいきと活躍できる環境づくりを一層進めてまいります。また、地域農家や自治体、JAと協力し、安定した農

作業の受託体制を築くことで、地域に根ざした援農モデルの実現を目指していきます。」 

 

■パーソルダイバースについて＜https://persol-diverse.co.jp/＞ 

パーソルグループの特例子会社として、「障害者雇用を成功させる。そして、その先へ。」をミッションに、

障害者の多様なはたらき方とはたらく可能性の創出に取り組んでいます。グループ内外の企業や地域と連携し

た多様な業務受託サービスを展開するほか、国内最大級の求人・登録者数を持つ障害者のための転職・就職支

援サービス「dodaチャレンジ」、就労移行支援事業所「ミラトレ」「Neuro Dive」の運営や、企業の雇用課

題を支援する「障害者の人材紹介」「障害者雇用コンサルティング」などのサービスを提供しています。 

 

■「PERSOL（パーソル）」について＜https://www.persol-group.co.jp/＞ 

パーソルグループは、「“はたらくWell-being”創造カンパニー」として、2030年には「人の可能性を広げるこ 

とで、100万人のより良い“はたらく機会”を創出する」ことを目指しています。 さまざまな事業・サービスを

通じて、はたらく人々の多様なニーズに応え、可能性を広げることで、世界中の誰もが「はたらいて、笑お

う。」 を実感できる社会を創造します。 

問い合わせ先 

パーソルダイバース株式会社 広報窓口 

MAIL：inquiry@persol.co.jp 

https://persol-diverse.co.jp/
https://www.persol-group.co.jp/
mailto:inquiry@persol.co.jp

